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当
所
の
第
　
回
通
常
議
員
総
会
が
、

２４１

三
月
二
十
九
日
画
午
後
四
時
か
ら
留
萌

産
業
会
舘
で
開
催
さ
れ
、
役
議
員
五
十

九
名
（
内
 
委
任
状
二
十
五
名
）
青
年

部
二
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
令
和
六

年
度
事
業
計
画
 
と
収
支
予
算
 
な
ど

を
審
議
し
た
。

　
始
め
に
、
大
石
昌
明
会
頭
が
「
商
工

会
議
所
の
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
精
力
的
な

活
動
に
対
し
ま
し
て
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
課
題
は
ま
だ
ま
だ

山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
そ
の
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
こ
の

留
萌
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
転
じ
、
今
後
十
年

後
・
二
十
年
後
の
留
萌

を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
て
、
国
に
も
道
に
も

認
め
ら
れ
る
商
工
会
議

所
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
と

挨
拶
。
続
い
て
、
議
事
に
入
り
令
和
六

年
度
事
業
計
画
 
及
び
令
和
六
年
度
商

工
会
議
所
一
般
会
計
他
各
特
別
会
計
の

収
支
予
算
 
の
議
案
事
項
十
二
件
を
原

案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
職
務
執
行
者
の
変
更
の

他
、
報
告
事
項
三
十
件
を
報
告
し
全
議

事
を
終
了
し
た
後
、
退
任
さ
れ
た
宮
井

副
会
頭
に
は
役
議
員
表
彰
規
定
第
二
条

に
よ
り
大
石
会
頭
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

▽
第
一
号
　
定
款
変
更
（
常
議
員
の
定

数
）
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
副
会
頭
辞
任
の
同
意
に
つ

い
て

▽
第
三
号
　
欠
員
に
よ
る
一
号
議
員
の

補
欠
選
挙
に
つ
い
て

▽
第
四
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
　

事
業
計
画
 
の
審
議
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議

に
つ
い
て

▽
第
六
号
　
令
和
六
年
度

留
萌
中
小
企
業
相
談
所

特
別
会
計
収
支
予
算
 

の
審
議
に
つ
い
て

▽
第
七
号
　
令
和
六
年
度

法
定
台
帳
特
別
会
計
収

支
予
算
 
の
審
議
に
つ

い
て

▽
第
八
号
　
令
和
六
年
度

共
済
事
業
特
別
会
計
収

支
予
算
 
の
審
議
に
つ

い
て

▽
第
九
号
　
令
和
六
年
度

留
萌
産
業
会
舘
特
別
会
計
収
支
予
算

 
の
審
議
に
つ
い
て

▽
第
十
号
　
令
和
六
年
度
退
職
給
与
積

立
金
特
別
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議

に
つ
い
て

▽
第
十
一
号
　
諸
規
則
・
諸
規
定
の
一

部
改
定
 
に
つ
い
て
　

▽
第
十
二
号
　
そ
の
他

【
報
告
事
項
】

▽
第
一
号
　
職
務
執
行
者
の
変
更
の
報

告
に
つ
い
て
　
他
三
十
件

　
第
　
回
常
議
員
会
が
三
月
十
九
日
峨

３８９

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会
舘

小
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
大
石
会
頭
、

宮
井
副
会
頭
・
串
橋
副
会
頭
、
橋
本
専

務
理
事
ほ
か
常
議
員
十
六
名
、
監
事
三

名
、
青
年
部
か
ら
川
村
会
長
他
一
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
、
総
会
提
出
議
案

を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

【
議
案
事
項
】

▽
第
一
号
　
定
款
変
更
（
常
議
員
の
定

数
）
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
及
び
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事

業
計
画
 
の
審
議
に
つ
い
て

▽
第
三
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
商
工
会

議
所
一
般
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議

に
つ
い
て

▽
第
四
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
中
小
企

業
相
談
所
特
別
会
計
収
支
予
算
 
の

審
議
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
令
和
六
年
度
法
定
台
帳
特

別
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議
に
つ
い

て
▽
第
六
号
　
令
和
六
年
度
共
済
事
業
特

別
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議
に
つ
い

て
▽
第
七
号
　
令
和
六
年
度
留
萌
産
業
会

舘
特
別
会
計
収
支
予
算
 
の
審
議
に

つ
い
て

▽
第
八
号
　
令
和
六
年
度
退
職
給
与
積

立
金
収
支
予
算
 
の
審
議
に
つ
い
て

▽
第
九
号
　
第
二
三
回
道
北
商
工
会
議

所
正
副
会
頭
会
議
提
出
議
案
に
つ
い

て
▽
第
十
号
　
諸
規
則
・
諸
規
定
の
一
部

改
定
 
に
つ
い
て

▽
第
十
一
号
　
議
員
職
務
執
行
者
の
変

更
に
つ
い
て

▽
第
十
二
号
　
会
員
入
会
の
諾
否
に
つ

い
て

▽
第
十
三
号
　
そ
の
他

【
報
告
事
項
】

▽
第
一
号
　
全
国
商
工
会
議
所
　
観
光

振
興
大
会
　
２
０
２
４
飴
水
戸
の
報

告
に
つ
い
て
　
他
五
件

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
当
地
域
に

お
い
て
も
社
会
経
済
活
動
が
少
し
ず
つ

正
常
化
す
る
中
、
令
和
六
年
度
は
時
代

の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
再
生
・

発
展
に
向
け
経
済
好
循
環
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
人
口
減
少
や
人
手
不
足
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
原
材
料
高
騰
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
経
営
支
援
を
一
層
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
と
な
る
洋

上
風
力
発
電
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
し
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
留
萌

港
の
利
活
用
並
び
に
道
の
駅
る
も
い
と

Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
開
発
な
ど
の
重

令
和
六
年

令
和
六
年
度度

留
萌
商
工
会
議
所
事
業
計

留
萌
商
工
会
議
所
事
業
計
画画

信
頼
さ
れ
 頼
ら
れ
る
商
工
会
議
所
を
め
ざ
し
て

～
未
来
を
拓
く
新
し
い
時
代
へ
！
 変
革
の
チ
ャ
ン
ス
～

第

回

常
議
員

第
 
回
 常
議
員
会会

３８３８９９

令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可

令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決決

令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
を
可
決

通
常
議
員
総

通
常
議
員
総
会会

第第
　
回回

第
　
回
２４２４１１２４１

通
常
議
員
総
会
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要
案
件
に
つ
い
て
、
委
員
会
・
部
会
、

特
別
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で

の
活
発
な
意
見
交
換
を
実
施
し
、
地
域

を
代
表
す
る
総
合
経
済
団
体
と
し
て
提

言
し
て
い
き
ま
す
。

　
留
萌
地
域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
か
し
た
政
策
展
開
は
、
留
萌
市
に

と
っ
て
好
機
を
迎
え
て
お
り
、
洋
上
風

力
な
ど
こ
の
先
　
年
続
く
産
業
を
生
み

５０

出
す
絶
好
の
機
会
を
変
革
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
次
世
代
の
子
供
達
に
留
萌
の

未
来
が
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
会

員
企
業
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り

添
い
、「
信
頼
さ
れ
頼
ら
れ
る
商
工
会

議
所
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
坩
政
策
提
言
・
要
望
活
動

　
商
工
会
議
所
は
地
域
を
代
表
す
る
総

合
経
済
団
体
と
し
て
、
地
域
の
中
・
長

期
的
な
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
、
国
・

道
・
市
等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
政
策

提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
敢
国
・
道
・
市
等
関
係
機
関
・
団
体

へ
の
提
言
、
要
望
、
陳
情
活
動

　
　
①
各
部
会
・
委
員
会
で
の
意
見
・

要
望
を
総
合
的
に
取
り
ま
と
め

市
へ
の
要
望
書
提
出

　
　
②
開
発
建
設
部
へ
の
要
望
書
提
出

　
　
③
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
へ

の
要
望

　
柑
行
政
並
び
に
地
域
関
係
団
体
と
の

懇
談
会
の
開
催

　
　
①
留
萌
市
と
の
経
済
活
性
化
懇
談

会

　
　
②
各
行
政
機
関
と
の
定
例
的
な
懇

談
会
の
開
催

　
　
③
市
内
諸
団
体
と
の
懇
談
会
の
開

催

２
坩
商
工
会
議
所
の
機
能
強
化
と
活
性

化
　
常
設
委
員
会
及
び
「
特
別
委
員
会
」、

ま
た
部
会
と
も
連
携
し
、
商
工
会
議
所

運
営
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
敢
委
員
会
・
特
別
委
員
会
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
活
動
の
積
極
的
展
開

　
柑
部
会
活
動
の
積
極
的
展
開

３
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

済
活
動
の
正
常
化
に
向
け
た
伴
走
型

支
援

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

及
び
技
術
の
改
善
発
達
の
た
め
国
の
小

規
模
事
業
施
策
に
基
づ
く
事
業
の
充
実

を
図
り
伴
走
型
支
援
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
敢
経
営
支
援
の
拡
充
と
事
業
再
構
築

に
向
け
た
販
路
開
拓
支
援

　
柑
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返
済
に
伴
う

資
金
繰
り
の
円
滑
化
支
援

　
桓
イ
ン
ボ
イ
ス
・
電
子
帳
簿
保
存
法

等
の
制
度
改
正
に
対
す
る
相
談
対

応
強
化

　
棺
Ｉ
Ｔ
導
入
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
生
産
性

向
上
支
援

　
款
経
営
実
態
の
把
握
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
経
営
支
援
施
策
情
報
の

発
信
力
強
化

【
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
所
管
】

　
留
萌
地
域
の
活
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
中
心
市
街
地
再
開
発
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
画
し
、
地
域

資
源
の
活
用
や
企
業
誘
致
活
動
な
ど
、

経
済
界
の
立
場
か
ら
魅
力
あ
る
留
萌
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

１
坩
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

　
敢
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
の
再
開
発

に
関
す
る
事
項

　
柑
中
心
市
街
地
の
再
開
発
と
公
共
施

設
・
複
合
施
設
に
関
す
る
事
項

２
坩
地
域
の
振
興
及
び
企
業
誘
致
に
つ

い
て
の
調
査
・
研
究

　
敢
海
上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
等
の

艦
艇
寄
港
時
の
受
入
体
制
強
化

【
新
規
】

　
柑
基
地
港
湾（
海
洋
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
等
拠
点
港
湾
）
の
指
定

実
現
に
向
け
て
の
調
査
・
研
究

３
坩
人
口
減
少
に
お
け
る
流
動
人
口
・

交
流
人
口
の
創
出
・
拡
大
施
策
の
推

進
４
坩
ま
ち
づ
く
り
振
興
に
関
す
る
研
修

会
・
視
察
会

【
商
業
振
興
お
も
て
な
し
委
員
会
所
管
】

　
留
萌
地
域
の
交
流
人
口
増
加
と
商
業

振
興
策
と
し
て
、「
道
の
駅
る
も
い
」
が

新
た
な
誘
客
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
や
、「
モ
ン
ベ
ル
ア
ウ

ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
る
も
い
構
想
」
の

実
施
な
ど
に
経
済
界
の
立
場
と
し
て
要

望
や
提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
坩
交
流
人
口
の
増
加
と
商
業
振
興

　
敢
道
の
駅
る
も
い
・
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡

地
周
辺
エ
リ
ア
か
ら
ま
ち
な
か
人

流
誘
導
の
検
討

　
柑
留
萌
市
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
と
の
連
携
【
新
規
】

２
坩
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
協
賛

【
新
規
】

　
　
①
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
協

７６
賛
、
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん

３５

等
へ
の
協
力

３
坩
商
業
振
興
に
関
す
る
研
修
会
・
視

察
会
等
の
開
催

【
総
務
運
営
委
員
会
・
広
報
委
員
会
所
管
】

　
信
頼
さ
れ
、
頼
ら
れ
る
商
工
会
議
所

を
目
指
し
、
会
員
み
な
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
質
の
高
い
事
業
活
動
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
持
続
可
能

な
会
議
所
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
坩
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業

２
坩
会
議
所
財
政
の
健
全
化
推
進

３
坩
留
萌
産
業
会
舘
運
営
事
業

４
坩
職
員
の
資
質
向
上
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底

５
坩
会
報
「
か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」

編
集
と
刊
行

１
坩
持
続
可
能
な
会
議
所
運
営

　
①
商
工
会
議
所
各
種
共
済
・
保
険
制

度

　
②
会
員
大
会
・
萌
商
会

　
③
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

　
④
役
議
員
研
修
会
・
視
察
会
等

２
坩
会
議
所
財
政
の
健
全
化
推
進

３
坩
留
萌
産
業
会
舘
運
営
事
業

４
坩
職
員
の
資
質
向
上
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底

１
坩
中
心
市
街
地
再
開
発
に
つ
い
て

　
①
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
の
再
開
発

に
関
す
る
事
項

　
②
中
心
市
街
地
の
再
開
発
と
公
共
施

設
・
複
合
施
設
に
関
す
る
事
項

２
坩
地
域
の
振
興
及
び
企
業
誘
致
に
つ

い
て
の
調
査
・
研
究

　
①
海
上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
等
の

艦
艇
寄
港
時
の
受
入
体
制
強
化

【
新
規
】

　
②
基
地
港
湾
（
海
洋
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
等
拠
点
港
湾
）
の

指
定
実
現
に
向
け
て
の
調
査
・
研

究

３
坩
人
口
減
少
に
お
け
る
流
動
人
口
・

交
流
人
口
の
創
出
・
拡
大
施
策
の
推

進
４
坩
ま
ち
づ
く
り
振
興
に
関
す
る
研
修

会
・
視
察
会

１
坩
交
流
人
口
の
増
加
と
商
業
振
興

　
①
道
の
駅
る
も
い
・
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡

地
周
辺
エ
リ
ア
か
ら
ま
ち
な
か
人

流
誘
導
の
検
討

　
②
留
萌
市
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
と
の
連
携
【
新
規
】

２
坩
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
協
賛

【
新
規
】

　
①
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
協
賛
、

７６
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
等
へ
の

３５
協
力

３
坩
商
業
振
興
に
関
す
る
研
修
会
・
視

察
会
等
の
開
催

１
坩
会
議
所
広
報
に
関
す
る
事
項

２
坩
会
報
「
か
い
ぎ
し
ょ
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」

編
集
と
刊
行

１
坩
国
際
交
流
に
お
け
る
経
済
波
及
効

果
の
研
究

２
坩
外
国
人
実
習
生
受
入
れ
に
関
す
る

研
修
会
・
視
察
会
の
開
催

Ⅲ
 商
業
振
興
対
策
事
業

Ⅱ
 地
域
経
済
活
性
化
事
業

Ⅰ
 重

点

事

業

Ⅳ
 商
工
会
議
所
運
営
事
業

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

広
報
委
員
会

国
際
交
流
特
別
委
員
会

商
業
振
興
お
も
て
な
し
委
員
会

総
務
運
営
委
員
会

委
員
会
事
業
計
画
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３
坩
留
萌
市
国
際
交
流
協
会
が
実
施
す

る
経
済
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援
・

協
力

１
坩
行
政
並
び
に
関
係
団
体
へ
の
要
望
、

提
案

２
坩
商
店
街
活
性
化
及
び
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み

　
①
地
域
経
済
活
性
化
対
策
の
促
進

（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
・
全
市

連
合
大
売
出
し
等
）

３
坩
ま
ち
な
か
賑
わ
い
・
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
実
施

　
①
る
も
い
元
気
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事

業
の
実
施

　
②
商
店
街
一
斉
清
掃
（
ご
み
ゼ
ロ
運

動
）
の
実
施

　
③
商
店
街
空
き
店
舗
・
空
き
地
の
利

活
用
の
促
進

４
坩
部
会
員
相
互
及
び
市
と
の
情
報
交

換
や
研
修
会
・
懇
談
会
等
の
開
催

　
①
道
路
管
理
者
と
冬
季
の
商
店
街
除

排
雪
に
つ
い
て
懇
談
会

　
②
留
萌
市
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
と
の
情
報
交
換
会

５
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

１
坩
行
政
な
ら
び
に
関
係
団
体
に
対
す

る
積
極
的
な
建
議
・
要
望
活
動

　
①
高
規
格
道
路
深
川
留
萌
自
動
車
道

に
接
続
す
る
国
道
・
道
道
の
道
路

網
整
備

　
②
国
道
（
　
号
・
　
号
・
　
号
）
の
強

２３１

２３２

２３９

靭
化
、
維
持
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上

　
③
一
級
河
川
留
萌
川
の
防
災
対
策
事

業
の
推
進
・
親
水
機
能
向
上

　
④
留
萌
港
の
活
性
化
と
利
活
用
推
進

及
び
港
湾
機
能
整
備
促
進

　
⑤
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
再
開
発
に

つ
い
て

　
⑥
若
年
層
等
を
中
心
と
し
た
人
材
確

保
に
向
け
た
取
組
み

２
坩
部
会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
実
施
、

先
進
地
視
察
・
研
修
会
等
の
開
催

３
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

１
坩
行
政
並
び
に
関
係
団
体
へ
の
要
望
、

提
案

２
坩
部
会
員
相
互
並
び
に
他
部
会
と
の

情
報
交
換
、
研
修
会
等
の
開
催

３
坩
留
萌
市
と
関
係
団
体
が
連
携
し
、

水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
促

進
４
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

１
坩
行
政
並
び
に
関
係
団
体
へ
の
要
望
、

提
案

　
①
留
萌
港
の
機
能
整
備
促
進
及
び
利

活
用
の
推
進

　
　
形
洋
上
風
力
発
電
の
基
地
港
湾
の

指
定
に
対
応
で
き
る
港
湾
機
能

整
備
促
進

　
②
道
路
網
の
整
備
及
び
強
靭
化
・
安

全
対
策
の
促
進

　
　
形
高
規
格
道
路
深
川
留
萌
自
動
車

道
の
整
備
促
進

　
　
穴
留
萌
港
に
直
結
す
る
幹
線
道
路

の
整
備
及
び
強
靭
化
・
安
全
対

策
促
進

　
③
冬
季
の
生
活
圏
域
に
関
わ
る
除
排

雪
強
化
及
び
輸
送
の
円
滑
化
・
安

全
確
保
の
推
進

２
坩
部
会
員
相
互
の
情
報
交
換
会
の
開

催
、
研
修
会
・
懇
談
会
へ
の
参
加

３
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

　
①
交
通
安
全
推
進
運
動
・
み
な
と
オ

ア
シ
ス
事
業
へ
の
協
力

１
坩
行
政
並
び
に
関
係
団
体
へ
の
要
望
、

提
案

２
坩
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
す
る
実

施
と
協
賛
　

　
①
第
　
回
る
も
い
呑
涛
ま
つ
り
協

７６
賛
・
第
　
回
や
ん
衆
あ
ん
ど
ん
等

３５

へ
の
協
力

３
坩
留
萌
観
光
協
会
、
留
萌
観
光
連
盟

と
の
連
携

４
坩
部
会
員
相
互
並
び
に
他
部
会
と
の

情
報
交
換
、
研
修
会
等
の
開
催

５
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

１
坩
行
政
並
び
に
関
係
団
体
へ
の
要
望
、

提
案

２
坩
部
会
員
相
互
の
情
報
交
換
会
等
の

開
催

３
坩
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度
（
マ
ル
経
資
金
）
の
利
活
用
の
推

進
４
坩
そ
の
他
本
部
会
に
必
要
な
活
動

運
輸
港
湾
部
会

令和６年度 留萌商工会議所収支予算書

増 減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　　目

△ 235,50016,772,50016,537,000１．会　　　費

02,200,0002,200,000２．手　数　料

70,0004,445,0204,515,020３．事 業 収 入

550,0002,210,0002,760,000４．雑　収　入

△ 3,999728,001724,002５．繰　入　金

4,310,56914,493,27918,803,848６．繰　越　金

4,691,07040,848,80045,539,870合　　　　計

（単位：円）１．収入の部

増 減
（Ａ－Ｂ）

前年度予算額
（Ｂ）

本年度予算額
（Ａ）

科　　　目

725,0004,450,0005,175,000１．事　業　費

△ 2,500,0009,300,0006,800,000２．給　与　費

270,000730,0001,000,000３．福利厚生費

400,000530,000930,000４．旅費・交通費

△ 455,0003,480,0003,025,000５．事　務　費

400,000955,0001,355,000６．会　議　費

200,000550,000750,000７．渉　外　費

0600,000600,000８．租 税 公 課

01,800,0001,800,000９．負　担　金

0500,000500,000１０．雑　　　費

△ 100,000200,000100,000１１．警　備　費

0350,000350,000１２．青年部 特別会計繰出金

04,800,0004,800,000１３．相談所 特別会計繰出金

5,751,07012,603,80018,354,870１４．予　備　費

4,691,07040,848,80045,539,870合　　　　計

２．支出の部

工
業
部
会

水
産
部
会

金
融
部
会

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

商
業
部
会

部
会
事
業
計
画

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
定
期
的
な
部
会
開
催
に
よ
る
意
見
交

換
会

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
研
修
会
・
懇
談
会
へ
の
参
加

鴨
会
員
相
互
の
情
報
交
換
会

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
雇
用
確
保
に
向
け
た
住
環
境
整
備
促

進
要
望

鴨
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
の
水
産
振
興

策
の
周
知
と
活
用

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
各
種
事
業
の
実
施

鴨
公
共
施
設
の
来
館
ポ
イ
ン
ト
の
検
討

（
イ
ソ
ガ
ニ
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
）

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
地
域
課
題
に
対
す
る
建
議
・
要
望
活

動
鴨
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
再
開
発
に
つ

い
て

〈
今
年
度
重
点
的
に
行
う
事
業
〉

鴨
留
萌
市
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
意
見

交
換
会

鴨
事
業
承
継
・
助
成
制
度
の
推
進
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◆
工
業
部
会
参
考
資
料

①
形
「
小
平
防
災
」
に
よ
る
国
道
　
号
２３２

の
整
備
促
進
及
び
道
道
苫
前
小
平

線
の
早
期
全
面
開
通

　
穴
「
留
萌
港
小
麦
集
出
荷
保
管
施
設
」

改
築
に
合
わ
せ
深
川
留
萌
自
動
車

道
を
４
車
線
化

②
形
「
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
連
絡
会
議
」
と
連
携
し
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
道
路
整
備
、「
国
道
　
号
２３９

霧
立
防
災
」
の
着
実
な
事
業
推
進

　
穴
近
年
多
発
す
る
豪
雨
、
豪
雪
に
対

応
す
る
道
路
維
持
管
理
予
算
の
確

保

③
形
洋
上
風
力
発
電
の
基
地
港
と
し
て

対
応
で
き
る
港
湾
機
能
整
備

　
穴
海
上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
部
の
補

給
港
と
し
て
給
油
機
能
な
ど
を
整

備
し
寄
港
を
促
進

　
警
大
型
客
船
誘
致

　
荊
道
の
駅
る
も
い
、
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡

地
周
辺
再
開
発
、
モ
ン
ベ
ル
ア
ウ

ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
連
携
し
た

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
事
業
」
の
展
開
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
・
カ
ヌ
ー
な
ど
で
東
岸
船

溜
ま
り
の
利
活
用

　
芸
留
萌
港
を
活
用
し
た
洋
上
風
力
以

外
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
の

研
究

④
形
留
萌
川
導
流
堤
改
築
後
の
上
流
部

に
お
け
る
河
川
改
修
計
画
促
進

　
穴
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
再
開
発
、

モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
、
高
砂
公
園
、
留
萌
ダ
ム
と
連

携
し
た
道
の
駅
る
も
い
周
辺
で
の

親
水
機
能
新
設

　
警
前
項
と
関
連
し
留
萌
川
管
理
用
道

路
を
整
備
、
延
伸

⑤
道
の
駅
る
も
い
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
、

　
　
ｂ
坩
労
働
保
険
に
関
す
る
個
別
指

導

　
款
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
特
別
相
談

窓
口
の
設
置

３
坩
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

　
敢
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
（
４
月
）

　
柑
事
業
環
境
変
化
対
応
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
（
５
月
・
９
月
）

　
桓
制
度
改
正
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

（
　
月
・
　
月
）

１０

１２

　
棺
Ｉ
Ｔ
導
入
活
用
セ
ミ
ナ
ー（
　
月
）

１０

　
款
新
規
創
業
セ
ミ
ナ
ー
（
　
月
～
　

１０

１２

月
）

　
歓
経
営
分
析
・
事
業
計
画
作
成
セ
ミ

ナ
ー
（
　
月
）

１１

　
汗
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
事
業
継
続
力
強
化
計
画

策
定
セ
ミ
ナ
ー
（
９
月
）

　
漢
そ
の
他
経
営
等
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
（
随
時
）

　
澗
関
係
機
関
と
連
携
し
た
講
演
会
の

開
催
（
随
時
）

４
坩
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
対
す
る

相
談
・
指
導
の
推
進

　
敢
各
支
援
機
関
等
と
連
携
し
た
新
規

創
業
者
の
発
掘
・
啓
発
事
業
の
実

施

　
柑
専
門
機
関
（
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
等
）
を
活
用
し
た
事
業
承

継
支
援

５
坩
Ｉ
Ｔ
の
導
入
及
び
利
活
用
の
推
進

　
敢
業
務
効
率
化
と
生
産
性
向
上
に
向

け
た
支
援

　
　
ａ
坩
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ

ド
会
計
の
導
入
・
活
用
促
進

　
　
ｂ
坩
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
導
入
・
活
用
の
促
進

　
柑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情

報
収
集
・
情
報
提
供
と
経
営
分
析

の
実
施

　
　
ａ
坩
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

た
各
種
補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
等

の
迅
速
な
情
報
発
信

　
　
ｂ
坩「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ミ
ル
」「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
」「
経
営
自
己
診
断
シ
ス
テ

ム
」
等
を
活
用
し
た
経
営
分
析

　
桓
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
事

業
者
の
情
報
管
理
・
運
用
の
効
率

化
推
進

６
坩
支
援
力
向
上
の
た
め
の
研
修
参
加

　
敢
旭
川
中
小
企
業
大
学
校
で
の
研
修

参
加：

経
営
指
導
員
等
研
修
（
５

月
～
　
月
）

１２

　
柑
日
商
・
道
商
連
・
中
小
機
構
等
が

開
催
す
る
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加

７
坩
関
係
機
関
と
の
連
携

　
敢
中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
懇
談

会
・
情
報
交
換
会
開
催

　
柑
専
門
家
を
活
用
し
た
相
談
事
業
の

推
進

８
坩
経
営
等
に
関
す
る
調
査
・
情
報
収

集
と
販
路
開
拓
支
援

　
敢
経
営
・
労
働
環
境
・
需
要
動
向
等

の
調
査
実
施

　
柑
販
路
開
拓
に
向
け
た
情
報
収
集
・

発
信
と
物
産
展
等
へ
の
出
店
支
援

　
桓
各
種
補
助
金
申
請
に
向
け
た
事
業

計
画
作
成
支
援

９
坩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
施
策

普
及
の
推
進

　
敢
小
規
模
企
業
共
済
・
倒
産
防
止
共

済
・
退
職
金
共
済
制
度
の
普
及
拡

大

　
柑
中
小
企
業
向
各
種
助
成
制
度
の
普

及
と
利
用
拡
大

　
桓
施
策
普
及
の
た
め
の
チ
ラ
シ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、

留
萌
川
の
親
水
機
能
と
連
携
し
た
Ｊ

Ｒ
留
萌
駅
跡
地
周
辺
複
合
施
設
建
設

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

る

⑥
留
萌
市
へ
の
移
住
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

の
た
め
助
成
金
支
給
な
ど
の
各
種
施

策
を
求
め
る

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

又
は
技
術
の
改
善
発
達
の
た
め
、
国
の

小
規
模
事
業
施
策
に
基
づ
く
事
業
の
充

実
を
図
る
と
共
に
、
伴
走
型
支
援
体
制

を
強
化
し
、
留
萌
市
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
振
興
と
発
展
に
寄
与

す
る
。

１
坩
経
営
支
援
の
拡
充
と
事
業
再
構
築

に
向
け
た
販
路
開
拓
支
援

２
坩
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返
済
に
伴
う

資
金
繰
り
の
円
滑
化
支
援

３
坩
イ
ン
ボ
イ
ス
・
電
子
帳
簿
保
存
法

等
の
制
度
改
正
に
対
す
る
相
談
対
応

強
化

４
坩
Ｉ
Ｔ
導
入
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
生
産
性
向

上
支
援

５
坩
経
営
実
態
の
把
握
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
経
営
支
援
施
策
情
報
の
発

信
力
強
化

１
坩
経
営
発
達
支
援
計
画
を
軸
に
し
た

伴
走
型
支
援
の
推
進

　
敢
個
別
相
談
（
巡
回
・
窓
口
）
に
よ

る
経
営
支
援
の
実
施

　
柑
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
制

度
（
マ
ル
経
融
資
）
等
の
推
進
と

効
果
的
運
用

　
桓
金
融
・
経
理
・
税
務
・
労
務
に
関

す
る
相
談
と
指
導

　
棺
経
営
合
理
化
・
技
術
改
善
・
商
取

引
に
関
す
る
相
談
指
導
と
斡
旋

　
款
新
規
創
業
・
事
業
承
継
に
関
す
る

相
談
と
支
援
強
化

　
歓
人
材
確
保
と
育
成
支
援
の
推
進

　
汗
労
働
保
険
事
業
の
推
進

　
漢
各
種
補
助
金
・
諸
制
度
等
の
相
談

と
指
導

　
澗
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の
推

進

　
潅
そ
の
他
小
規
模
事
業
の
経
営
改
善

と
発
展
に
関
す
る
相
談
指
導
と
情

報
提
供

２
坩
特
別
相
談
室
の
開
設

　
敢
夜
間
金
融
・
経
営
相
談
室
の
開
設

（
７
月
・
　
月
）

１２

　
柑
「
一
日
公
庫
」
金
融
・
事
業
承
継
・

創
業
相
談
室
の
実
施
（
毎
月
第
２

木
曜
日
）

　
桓
記
帳
継
続
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
青
色
申
告
を
対
象
（
年
６
回

程
度
記
帳
指
導
）

　
　
ｂ
坩
個
別
決
算
指
導
（
２
月
～
３

月
）

　
棺
労
働
保
険
個
別
指
導
の
実
施

　
　
ａ
坩
事
務
組
合
加
入
者
の
年
度
更

新
（
５
月
）

令
和
六
年

令
和
六
年
度度

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事
業
計

留
萌
中
小
企
業
相
談
所
事
業
計
画画

重

点

目

標

実

施

計

画
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新
し
く
次
の
事
業
所
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。

㈲
小
野
部
品
商
会

代
表
取
締
役
　
小
野
　
敏
雄

花
園
町
三
丁
目
七
倆
十
一
　

美
容
室
　
ド
ー
ル
ズ

代
表
　
石
崎
　
和
枝

元
川
町
二
丁
目
六
十
六
倆
二

ガ
ジ
ュ
マ
ル

代
表
　
木
戸
　
恵

開
運
町
二
丁
目
五
倆
二
十
　

Ｙ
Ｓ
ド
リ
ー
ム

戸
屋
興
産
㈱

代
表
取
締
役
　
髙
橋
　
佑
介

錦
町
一
丁
目
七
倆
十
九

▽
経
営
一
般
　
　
十
五
件

▽
金
　
融
　
　
　
　
一
件
　

▽
税
　
務
　
　
八
十
一
件

▽
労
　
働
　
　
　
十
四
件
　

▽
計
　
　
　
　
　
百
一
件

▽
２
月
１
日
　
金
融
部
会
・
水
産
部
会

▽
８
日
　
正
副
会
頭
会
議
・
広
報
委
員

会
▽
９
日
　
工
業
部
会
▽
　
日
　
運
輸

１３

港
湾
部
会
▽
　
日
　
商
業
部
会
役
員
会

１６

▽
　
日
　
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員

２１

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
　
日
　
商
業
振

２２

興
お
も
て
な
し
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
　
日
　
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委

２６

員
会
　
▽
　
日
　
日
本
政
策
金
融
公
庫

２８

と
の
金
融
懇
談
会

▽
３
月
１
日
　
商
業
振
興
お
も
て
な
し

委
員
会
▽
５
日
　
第
１
回
留
萌
市
経
済

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
▽
　
日
　

１２

総
務
運
営
委
員
会
・
広
報
委
員
会
▽
　１４

日
　
正
副
会
頭
会
議
▽
　
日
　
る
も
い

１５

呑
涛
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
企
画
運
営

委
員
会
▽
　
日
　
国
際
交
流
特
別
委
員

１９

会
・
第
　
回
常
議
員
会
・
議
員
会
役
員

３８９

会
▽
　
日
　
広
報
委
員
会
▽
　
日
　
第

２５

２９

　
回
通
常
議
員
総
会

２４１

相相

談

件

談

件

数数

２
・
３
月

業業

務

日

務

日

誌誌

２
・
３
月

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せください。

４月１５日捷煙自衛隊退職者雇用協議会留萌支部 連絡会議
　 〃 　　煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）
４月１６日昇煙新入社員ビジネスマナー研修
４月２２日捷煙留萌市自衛隊協力会女性部役員会・定期総会
４月２５日昭煙留萌市勤労者共済会定期総会
４月２７日松噛留萌市観光施設オープン
　　　　　　（ ＮＰＯ法人留萌観光協会緯 0164−43−6817）
５月１日昌煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）
５月８日昌煙第３４回 留萌商工会議所青年部 通常会員総会
５月９日昭煙外国人技能実習生受入に関する研修会
５月１３日捷煙留萌青色申告会定期総会
５月１４日昇煙Ｃｈａｔ ＧＰＴ等生成 Ａ Ｉ をビジネス活用する
　　　　　　ＤＸ基本セミナー 売上 Ｕ Ｐ編
５月１５日昌煙留萌商工会議所前期会費 口座振替日
５月２１日昇煙第３９０回 常議員会
５月２２日昌煙所得税の定額減税セミナー
５月３１日晶煙第２４２回 通常議員総会
６月１日松煙ごみ・ゼロ運動（商店街一斉）
６月３日捷煙留萌市自衛隊協力会・自衛隊退職者雇用協議会

留萌支部 定期総会
６月９日掌煙第１６７回 日商簿記検定試験
６月２２日松噛留萌みなとライオンズクラブ 認証６０周年記念
　　　　　　式典

　
当
所
青
年
部
（
川
村
忠
司
会
長
）
極

限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
委
員
会
（
佐
々
木
忠

孝
委
員
長
）主
管
に
よ
る
事
業
例
会「
極

限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
留
萌
Ｙ

Ｅ
Ｇ
引
継
式
～
継
ぎ
紡
ぎ
繋
げ
る
絆

～
」
が
三
月
十
八
日
俄

午
後
七
時
か
ら
留
萌
産

業
会
舘
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
メ
ン
バ
ー
二
十

一
名
が
参
加
し
た
。

　
本
事
業
例
会
は
、
例

年
で
は
年
度
末
に
会
員

の
集
ま
る
事
業
が
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
一
年

間
を
振
り
返
り
次
年
度

の
活
動
に
活
か
す
事
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
川
村
会
長
と
留
萌
Ｙ

Ｅ
Ｇ
旗
の
入
場
後
、
佐
々
木
委
員
長
よ

り
趣
旨
説
明
、
今
年
度
の
活
動
を
振
り

返
る
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
後
、
今
年
度
三

役
が
一
年
間
の
振
り
返
り
を
話
し
た
。

そ
の
後
Ｙ
Ｅ
Ｇ
旗
が
川
村
会
長
か
ら
松

村
次
年
度
会
長
予
定
者

へ
伝
達
さ
れ
、
次
年
度

三
役
予
定
者
が
意
気
込

み
を
話
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
例
会
の

終
了
後
に
は
、
今
年
度

で
卒
業
す
る
山
田
専
務

理
事
と
大
沼
委
員
の
卒

業
式
が
引
き
続
き
行
わ

れ
、
川
村
会
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

『
極
限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
プ
レ
ゼ
ン

『
極
限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
プ
レ
ゼ
ン
ツツ

留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
引
継
式
～
継
ぎ
紡
ぎ
繋
げ
る
絆

留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
引
継
式
～
継
ぎ
紡
ぎ
繋
げ
る
絆
～～
』』

『
極
限
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
プ
レ
ゼ
ン
ツ

留
萌
Ｙ
Ｅ
Ｇ
引
継
式
～
継
ぎ
紡
ぎ
繋
げ
る
絆
～
』

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
例

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 事
業
例
会会

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 事
業
例
会

◎
三
協
石
油
㈱

對
馬
浩
平
氏
の

後
任
に
花
坂
　

孝
氏
＝
写
真
＝

が
就
任
し
た
。

議
員
職
務
執
行
者
の
変

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更更

新

入

会

員

紹

介

日商簿記検定試験
　令和６年２月25日に開催さ

れた第166回日商簿記検定試

験の合格者の受験番号は次の

通りです。

＜２級＞

　受験番号　
201

＜３級＞

　受験番号　
302・304
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晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
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今
年
か
ら
留
萌
青
年
会
議
所
へ
入
会

し
ま
し
た
。

　
普
段
は
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ
プ
で
店
長
を
し

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
私
が
留
萌
青
年
会
議
所
へ

入
会
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
も
五
類
に
代

わ
り
お
祭
り
な
ど
も
開
催
が
し
や
す
く

な
っ
た
中
で
、
も
っ
と
こ
の
町
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
て
た
く
さ
ん
の
人

が
笑
顔
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思

い
、
入
会
致
し
ま
し
た
。

　
出
身
が
稚
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
留
萌
の
魅
力
発
掘
が
で
き
て

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
留
萌
青
年
会
議
所

で
の
活
動
を
通
し
て
こ
の
町
の
魅
力
を

知
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
は
地
域
の
皆
様

と
新
た
な
魅
力
を
作
り
出
し
て
い
き
、

留
萌
市
内
の
み
な
ら
ず
「
市
外
や
道
外

か
ら
来
ら
れ
た
方
も
笑
顔
に
で
き
る
」

そ
ん
な
街
作
り
を
皆
様
と
行
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
留
萌
青
年
会
議
所
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
え
が
お
～
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
イ

ル
ス
を
広
め
よ
う
～
」
を
信
念
に
、
地

域
の
方
々
か
ら
も
お
声
を
聞
く
こ
と
で

留
萌
市
全
体
で
え
が
お
満
点
な
活
動
を

し
て
い
く
た
め
に
尽
力
致
し
ま
す
の
で

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
留
萌
青
年
会
議
所

　
佐
　
藤
　
　
　
涼

　
四
月
よ
り
、
留
萌
商
工
会
議
所
青
年

部
第
二
十
四
代
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
松
村
剛
と
申
し
ま
す
。「
挑
戦
～

勇
往
邁
進
 ｗ
ｅ
 ｃ
ａ
ｎ
 ｄ
ｏ
 ｉ
ｔ
！
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
一
年
間
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

　
我
々
は
「
留
萌
商
工
会
議
所
の
会
員

事
業
所
の
経
営
者
又
は
そ
の
後
継
者
、

及
び
会
員
事
業
所
を
代
表
す
る
者
で
年

齢
四
十
五
歳
以
下
」
の
会
員
二
十
七
名

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
九
一
年

創
立
で
三
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。

商
工
会
議
所
青
年
部
 綱
領
「
商
工
会

議
所
青
年
部
は
　
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
を
図
る
商
工
会
議
所
活
動
の
一
翼

を
担
い
　
次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
し
　
地
域
の
経
済
的
発
展

の
支
え
と
な
り
　
新
し
い
文
化
的
創
造

を
も
っ
て
　
豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
づ

く
り
に
貢
献
す
る
」

指
針
「
わ
れ
わ
れ
青
年
部
は

一
、
地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
　
先
導
者
た
る
気
概
で
研
鑽
に
努

め
よ
う

一
、
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
べ
き
　

国
際
人
と
し
て
の
教
養
を
高
め
よ
う

一
、
豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
　
創

意
と
工
夫
　
勇
気
と
情
熱
を
傾
け
よ

う
一
、
文
化
を
伝
承
し
つ
つ
　
新
し
い
文

化
の
創
造
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
よ

う
一
、
行
動
こ
そ
時
代
を
先
駆
け
る
べ
き

青
年
の
責
務
と
信
じ
　
力
を
合
わ
せ

　
国
の
礎
と
な
ろ
う
」

の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
何
を
し
て
い
る
団
体
な
の
か
中
々
分

か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

年
度
は
皆
様
の
耳
に
入
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
存

で
す
。
そ
し
て
、
色
々
な
こ
と
に
ト
ラ

イ
す
る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
最
後
に
、
我
々
留
萌
商
工
会
議
所
青

年
部
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
留

萌
商
工
会
議
所
青
年
部
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
　
松
　
村
　
　
　
剛

No.１９７

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１０９

 留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

１月留萌港入出貨物
【積荷合計　１隻】

・・木材（内航船）　 　１隻　１，３５３弱 

【揚荷合計　17隻】

・・石油製品（内航船） １６隻 ６０，６５０Ｋ/Ｌ

・・肥料（内航船）  １隻　１，５００トン

２月留萌港入出貨物
【積荷合計　２隻】

・・木材（内航船）  ２隻　２，５９３弱 

【揚荷合計　26隻】

・・セメント船（内航船） ２隻　７，８０３トン

・・石油製品（内航船） １８隻 ６６，８２０Ｋ/Ｌ

・・石油製品（外航船） ２隻 １１，１５７Ｋ/Ｌ

・・石炭（外航船）  １隻 １６，１５０トン

・・塩（内航船）  ３隻　１，４００トン

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５６，１０４４６，３４５８，０４１１，３１２４０６１月

５５，４７８４５，９９６７，９７３１，１６５３４４２月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金当座預金

１４４，２４３１，１２１５９，２５２７９，６１１４，２５９１月

１４３，８８０１，１５０５８，０５３８０，２３２４，４４５２月

留萌金融協会

※園芸サービス、 牛馬の育成、 酪農、 養鶏、 養豚、 内水面養殖および特定の船員を雇用する事業については一般の事業の率が適用されます。

①＋②
雇用保険料率

②
事業主負担

①
労働者負担

（失業等給付・
 育児休業給付の
 保険料率のみ）

負担者

事業の種類

雇用保険
二事業の
保険料率

失業等給付・
育児休業給付
の保険料率　

15.5 /1,0003.5 /1,000６/1,0009.5 /1,000６/1,000一般の事業

17.5 /1,0003.5 /1,000７/1,00010.5 /1,000７/1,000
農林水産・　※

清酒製造の事業

18.5 /1,0004.5 /1,000７/1,00011.5 /1,000７/1,000建設の事業

＜令和６年度の雇用保険料率＞
令和６年度の
雇用保険料率について

厚生労働省・都道府県労働局・
ハローワーク

～令和５年度と同率です～
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① 雇い入れる前に、就労が認められるか在留資

　 格を確認してください
　

② 外国人の雇入れと離職は、必ずハローワーク

　 に届け出てください
　

③ 労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な

　 雇用管理を行ってください

お問合せは、

お近くのハローワークまたは労働基準監督署まで

外国人は「ルールを守って」
適正に雇用しましょう。

2024年度 日商簿記検2024年度 日商簿記検定定（統一試験）（統一試験）開催日程開催日程

申　込　期　間実 施 日開 催 日

令和６年
４月22日（月）～５月13日（月）

６月９日（日）
第167回

（１級～３級）

令和６年
９月30日（月）～10月21日（月）

11月17日（日）
第168回

（１級～３級）

令和７年
１月６日（月）～１月27日（月）

２月23日（日）
第169回

（２級～３級）

簿記検定試験受験料

8，800 円１ 級

5，500 円２ 級

3，300 円３ 級

６月は
「外国人労働者問題啓発月間」です ！

厚生労働省からのお知らせです

2024年度日商簿記検定試験（統一試験）は、下記の日程にて留萌産業会舘にて行います。
なお、今年度は受験料の価格改定がありますので、受験の際はご注意下さい。

（公社）留萌地域人材開発センター運営協会
 〒077－0014 留萌市南町１丁目 緯 0164－42－0348

※ネット試験については右記の会場で行って
おりますので、お問合せください。

〈お問い合せ先〉 留萌商工会議所 緯 42－2058
…………………………………………………………………………………………………

　令和６年度の健康保険・介護保険料率は３月分（４月納付分）
から変更となります。皆さまのご理解・ご協力をお願いいたし
ます。※保険料額表はホームページをご覧ください。

令和６年３月分（４月納付分）から変更

協会けんぽ北海道支部の
保険料率が変更になります。

令和５年度
健康保険料率 10．29 ％12．11 ％ 介護保険料率　 1．82 ％

令和６年度
健康保険料率 10．21％（－0．08％） 革11．81 ％ 介護保険料率　1．60％（－0．22％） 革

虚 40歳以上65歳未満の加入者（被保険者）さま

令和５年度
健康保険料率 10．29 ％10．29％ 介護保険料率　　－

令和６年度
健康保険料率 10．21％（－0．08％） 革10．21％ 介護保険料率　 －

令和
６年度

許 上記虚以外の加入者（被保険者）さま　※ 65歳以上
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛
　高校、大学等への入学時・在学中にか

かる費用を対象とした公的な融資制度で

す。お子さま１人につき350万円以内を、

固定金利（年 2． 25％（令和６年３月１日

現在））で利用でき、在学期間内は利息の

みのご返済とすることができます。

　詳しくは、「国の教育ローン」で検索し

ていただくか、下記のコールセンターへ

お問い合わせください。

〔教育ローンコールセンター〕
 0570－008656（ナビダイヤル）
 または （03）5321－8656

「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）のご案内

№ １０４

煙企業の経営状態の把握、いわゆる「健康診断」を行うツール（道具）です。活用によって企業が抱える課題の早期
発見が可能になります。
煙企業の経営者等と金融機関、支援機関等が、対話を通じて現状や課題を理解し、個々の企業の経営改善に向けた
取組を促す手段となります。

ローカルベンチマークの活用法
ローカルベンチマークとは

ローカルベンチマークの内容

モ
デ
ル
シ
ー
ト
（
財
務
）

問
合
せ
先

経済産業省 経済産業政策局 産業資金課
Ｔｅｌ：03－3501－1676
Ｍａｉｌ：ｌｏｃａｂｅｎ＠ｍｅｔｉ．ｇｏ．ｊｐ

●財務情報…企業の過去の姿を映す
　①売上高増加率…売上持続性
　②営業利益率…収益性
　③労働生産性…生産性
　④ＥＢＩＴＤＡ有利子負債倍率…健全性
　⑤営業運転資本回転期間…効率性
　⑥自己資本比率…安全性

【
６
つ
の
指
標
】

に
よ
る
分
析

●非財務情報
　…企業の現在の姿を映し、将来の可能性を評価
　①経営者への着目
　②事業への着目
　③関係者への着目
　④内部管理体制への着目

【
４
つ
の
視
点
】

に
よ
る
把
握

マル経資金

市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所の
経営指導を受けている企業で、従業員が２０人以
下（商業・サービス業は５人以下）の個人又は
法人で税金を完納している方。

●運転・設備資金ともに２,０００万円以内
●返済は運転資金７年以内
●設備資金１０年以内

●融資対象

金利1.25％
（　　　　　　　　）留萌市の利子補給で 0．25％

 ※適用には条件があります。 
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５
／
９
牙
・
６
／
　
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１３

大
友
璃
子
さ
ん

大
友
璃
子
 さ
ん
にに

留
萌
商
工
会
議
所
会
頭

留
萌
商
工
会
議
所
会
頭
賞賞

「 シーズン近し 」

　雪解けが進み、乾いたアスファルトが見え始めるとそわそわし始める。自

分にとって春は待ちに待ったシーズン到来の季節。５月になるとちらちらと

大きな荷物を積み込んだ内地からのライダーを見かけるようになるが、一昔

前は内地からのライダーを「ミツバチ族」と呼んでいたが、今はあまりその

言葉を聞かなくなった。

　何故、「ミツバチ族」と呼ばれていたのか。ミツバチ（養蜂家）は、南から

花の季節に合わせて北上して来る。それと同じように、暖かくなると内地の

ライダーが北上し、憧れの北海道に渡ってくることからそう呼ばれていた。

　すれ違い際にピースサインを交わしていたのを良く見かけていたとは思う

が、自分も小さい頃に憧れて見ていたのを思い出す。あのピースサインには

「お互い、安全運転で気を付けて走ろう、楽しもう！」の意味があると聞い

ていた。今でも、その頃とは意味合いが違うが、

すれ違い際には手を挙げたり振ったりとしてい

る。実際に自分もしているが返してもらうと嬉

しいものだ。

　近年バイクによる事故が増加しているが、内

地からのライダーには短い北海道のシーズンを

安全運転で楽しんで良い思い出を作って、また

北海道に来て欲しいと思う。

の ぶやき
報委員長広
つＱ ＆ Ａ コ ー ナ ー

商工会議所について毎月お答えし ま す。

商工 会 議所 No.１０５

経営状態がＷＥＢで簡単
に自己チェックできます。
詳しくは、かいぎしょＮ
ＥＷＳ４・５月号９ぺージ
をご覧ください。

自社の経営状態を把握し
たいのですが何か良い方
法はありませんか？

企業の健康診断ツール
「ローカルベンチマーク」
があります。

どのように活用するの
でしょうか？

胸自分のＰＲポイント

外に出かけることや車の運転が

好きで、アウトドアなタイプで

す。

胸現在の担当業務

融資課

胸現在の課題

確認作業を徹底して行うことです。

胸今後の目標

一時から体重が10㎏ 増えてしまったので、マイナス10 ㎏

の減量に成功することです。

胸留萌の好きな所・もの

　留萌市ならではの飲食店屋さん全般が好きです。

　
北
海
道
立
留
萌
高
等
学
校
の
令

和
五
年
度
卒
業
者
に
対
す
る
各
種

表
彰
が
行
わ
れ
、
当
所
も
勉
学
に

勤
し
み
成
績
優
秀
な
生
徒
一
名
を

表
彰
す
る
事
に
し
て
お
り
、
本
年

度
は
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
大
友
璃

子
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
っ
た
。

留萌信用金庫 本店営業部

 川 
かわ

 崎 
さき

 将 
まさ

 成  　さん
なり

（北見市出身 ・ 22歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ


